
渋
沢
栄
一
と
論
語

岡
本
太
郎
と
万
国
博
覧
会

二
組
担
任

枝
澤

由
樹

先
生

回
生
の
担
任
だ
っ
た
三
年
前
。
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝
け
」
の
主
人
公
、

26
渋
沢
栄
一
（1

8
4
0

年
―
）
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
時
は
流
れ
、
今
年
七
月

か
ら
新
札
の
顔
と
し
て
世
に
出
回
っ
て
い
ま
す
…
の
で
、
改
め
て
紹
介
し
ま
す
。

彼
は
「
近
代
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
生
涯
で
設
立
や
経
営
に

関
わ
っ
た
会
社
は
五
百
以
上
に
な
り
ま
す
。
彼
は
経
済
と
は
相
反
す
る
と
言
わ
れ

た
論
語
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
孔
子
の
弟
子
が
ま
と
め
、
仁
「
人
を
愛
し
、
思
い

や
る
こ
と
」
、
義
「
欲
望
や
損
得
に
捉
わ
れ
ず
、
自
分
以
外
の
誰
か
の
た
め
、
社
会

の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
」
、
礼
「
謙
虚
な
気
持
ち
を
持
ち
、
相
手
に
対
し
敬
意
を

持
っ
て
他
者
に
接
す
る
こ
と
」
、
智
「
知
識
や
知
恵
を
修
得
し
、
道
理
を
わ
き
ま
え

た
う
え
で
、
善
悪
を
判
断
す
る
こ
と
」
、
信
「
人
と
の
約
束
を
守
り
、
嘘
を
つ
か
ず
、

誠
実
で
あ
る
こ
と
」
の
五
常
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
論
語
で
は
学
問
を
す
る
目
的

と
し
て
、
己
の
人
格
を
磨
く
た
め
と
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
知
識
は
持
っ
て
い
る

だ
け
で
は
だ
め
で
、
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
使
っ
て
こ
そ
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
学
問
」
は
、
自
己
の
成
長
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
受
験
勉
強
も
一
つ
の
き

っ
か
け
で
す
。
自
分
の
た
め
に
、
他
者
の
た
め
に
学
び
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
も
う
一
つ
紹
介
し
た
い
の
は
五
十
五
年
ぶ
り
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
万

国
博
覧
会
の
こ
と
で
す
。1

9
7
0

年
、
大
阪
万
博
が
人
類
の
進
歩
と
調
和
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
太
陽
の
塔
を
考
え
た
岡
本
太
郎
さ

ん
の
言
葉
で
す
。
「
画
家
に
し
て
も
情
熱
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
ま
で
行
動
が
で
き
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
言
う
人
が
い
る
。
勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
。
逆
だ
。
何
か

や
ろ
う
と
決
意
を
し
て
い
る
か
ら
意
志
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
噴
き
出
し
て
く
る
ん
だ
。

何
も
行
動
し
て
い
な
い
で
、
意
志
な
ん
て
も
の
は
無
い
ん
だ
。
自
信
は
な
い
。
で

も
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
と
決
意
を
す
る
。
そ
の
一
瞬
に
賭
け
て
み
ろ
。
そ

れ
だ
け
で
良
い
。
い
や
、
そ
れ
し
か
な
い
。
意
志
を
強
く
す
る
方
法
な
ん
て
な
い
。

そ
ん
な
、
余
計
な
こ
と
は
考
え
る
な
。
本
当
に
、
君
が
今
や
り
た
い
こ
と
に
全
身

全
霊
を
懸
け
て
、
集
中
す
る
ん
だ
。
何
度
も
言
お
う
。
上
手
く
い
く
と
か
、
い
か

な
い
と
か
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
。
結
果
は
関
係
な
い
。
自
分
の
運
命
を

懸
け
る
ん
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
必
ず
意
志
は
湧
い
て
く
る
。
難
し
く
余
計
な
こ
と

を
考
え
ず
、
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
で
い
い
。
シ
ン
プ
ル
に
や
り
た
い
こ
と
に
集
中
し

な
さ
い
。
あ
れ
こ
れ
自
分
を
い
じ
く
り
ま
わ
さ
な
い
で
い
い
。
」
そ
う
言
っ
て
い
る

ん
で
す
。

過
去
の
偉
人
も
同
じ
人
間
。
過
去
の
歴
史
、
人
か
ら
多
く
を
学
び
、
自
分
の
力

に
！

が
ん
ば
れ
受
験
生
！

五
組
の
戦
績
・
陣
容
・
感
想

総
合
順
位

４
位

点
248

大
縄
跳
び

２
位

回
58

大
隅
志
乃
・
岸
本
結
月
・
末
政
晴
己
・
竹
中
友
唯
・
中
井
翔
一
朗

長
谷
川
万
琴
・
原
田
陽
南
乃
・
福
田
優
奈
・
福
田
祐
真
・
藤
田
湧
喜

松
田
紘
奈
・
丸
山
瑞
誉
・
宮
地
娃
衣
・
森
田
力
円
・
山
下
蒼
空
・
米
本
春
樹

女
子
リ
レ
ー

６
位
（
４×

一
〇
〇
ｍ
）

山
本
稀
央
・
原
田
陽
南
乃
・
長
谷
川
万
琴
・
藤
本
菜
央

男
子
リ
レ
ー

位
（
４×

二
〇
〇
ｍ
）

15

田
路
祐
大
・
中
島
輝
・
鏡
翔
乃
介
・
熊
橋
拓
海

混
合
リ
レ
ー

２
位

森
田
力
円
・
竹
中
友
唯
・
安
川
弥
来
・
藤
田
湧
喜

バ
ラ
エ
テ
ィ
リ
レ
ー

３
位
（
※
こ
の
種
目
の
み
学
年
内
対
抗
）

（
む
か
で
）
浦
川
凛
菜
・
末
政
晴
己
・
田
路
祐
大
・
西
脇
千
陽
・
藤
本
菜
央

宮
地
娃
衣
、
（
宅
急
便
）
藤
井
大
和
・
山
下
蒼
空
、（
段
ボ
ー
ル
）

熊
橋
拓
海
・
中
井
翔
一
朗
、（
フ
ラ
フ
ー
プ
）
上
岡
み
ち
る
・
川
崎
晴
香

岸
本
結
月
・
後
藤
美
温
・
日
野
成
美
・
福
田
優
奈
・
松
田
紘
奈
・
米
本
春
樹

（
借
り
物
）
丸
山
瑞
誉
・
安
川
弥
来

五
組

体
育
委
員

前
期

熊
橋

拓
海

さ
ん

原
田
陽
南
乃

さ
ん

後
期

熊
橋

拓
海

さ
ん

藤
本

菜
央

さ
ん

大
縄
跳
び
頑
張
っ
た

待
ち
に
待
っ
た
体
育
大
会
。
昨
年

は

ク
ラ
ス
中

位
だ
っ
た
五
組

27

12

が
、
今
年
は
四
位
に
入
れ
た
こ
と
が

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
年
で
最
後
の

体
育
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

今
ま
で
で
一
番
ど
の
競
技
も
協
調
性

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
毎
年
上
位

を
目
指
し
て
い
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
リ
レ

ー
と
大
縄
跳
び
で
は
、
一
位
に
は
な

れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
ど
ち
ら
も
嬉

し
い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
縄
跳
び
は
、
前
日
の
練
習
で

自
己
ベ
ス
ト
を
大
幅
に
更
新
し
て
い

ま
し
た
。
「
こ
れ
が
本
番
だ
っ
た
ら

な
ぁ
」
や
「
も
う
無
理
や
ろ
」
と
い

っ
た
声
も
あ
っ
た
中
、
本
番
で
も
自

己
ベ
ス
ト
並
の
回
数
を
跳
ぶ
こ
と
が

で
き
、
大
喜
び
で
し
た
。
僕
た
ち
三

年
生
に
と
っ
て
、
こ
の
体
育
大
会
が

高
校
生
活
で
の
最
後
の
学
校
行
事
で

し
た
。
こ
の
五
組
の
み
ん
な
と
協
力

し
た
り
助
け
合
え
る
行
事
が
も
う
な

い
こ
と
は
悲
し
い
で
す
が
、
ま
た
大

人
に
な
っ
て
、
こ
の
頃
の
思
い
出
を

語
り
合
え
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

四
組
の
戦
績
・
陣
容
・
感
想

総
合
順
位

６
位

点
236

大
縄
跳
び

３
位

回
56

内
田
悠
仁
・
馬
場
美
翔
・
尾
崎
梨
乃
・
勝
谷
元
智
・
川
﨑
絢
未
・
北
尾
陽
希

北
川
愛
琉
・
國
重
彩
花
・
小
林
心
優
・
斉
藤
さ
く
ら
・
菅
原
碧
依

田
路
悠
華
・
西
塚
い
づ
み
・
西
山
晟
叶
・
坂
東
倫
成
・
三
木
翔
太

女
子
リ
レ
ー

位
（
４×

一
〇
〇
ｍ
）

11

田
朱
利
・
駿
河
舞
・
南
家
亜
衣
・
古
川
桜
羽

男
子
リ
レ
ー

２
位
（
４×

二
〇
〇
ｍ
）

髙
石
弘
喜
・
内
田
悠
仁
・
勝
谷
元
智
・
植
田
賢
斗

混
合
リ
レ
ー

位
14

江
見
聡
真
・
尾
崎
梨
乃
・
進
藤
結
以
・
テ
ル
フ
ァ
琉
偉

バ
ラ
エ
テ
ィ
リ
レ
ー

１
位
（
※
こ
の
種
目
の
み
学
年
内
対
抗
）

（
む
か
で
）
蛭
子
航
樹
・
加
藤
信
・
髙
石
弘
喜
・
藤
井
悠
成
・
南
勇
希

渡
辺
幹
太
、（
宅
急
便
）
加
藤
信
・
テ
ル
フ
ァ
琉
偉
、（
段
ボ
ー
ル
）

植
田
賢
斗
・
西
山
晟
叶
、（
フ
ラ
フ
ー
プ
）
馬
場
美
翔
・
川
﨑
絢
未

國
重
彩
花
・
小
林
心
優
・
斉
藤
さ
く
ら
・
菅
原
碧
依
・
駿
河
舞
・
田
路
悠
華

（
借
り
物
）
進
藤
結
以
・
古
川
桜
羽

四
組

体
育
委
員

前
期

進
藤

結
以

さ
ん

西
山

晟
叶

さ
ん

後
期

進
藤

結
以

さ
ん

西
山

晟
叶

さ
ん

総
合
六
位

今
回
の
体
育
大
会
は
、
雨
の
た
め

延
期
で
半
日
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

天
候
に
恵
ま
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

私
た
ち
四
組
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
リ
レ

ー
で
圧
勝
し
、
男
子
リ
レ
ー
で
は
全

体
で
二
位
を
取
り
ま
し
た
。
特
に
大

縄
跳
び
で
は
、
練
習
で

回
前
後
だ

20

っ
た
の
が
、
全
員
本
番
に
強
く
、
56

回
と
い
う
好
成
績
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
内
だ
け

で
な
く
、
学
年
全
体
が
一
丸
と
な
っ

て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
女
子
リ
レ
ー

で
は
こ
け
た
子
も
い
ま
し
た
が
、
最

後
ま
で
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
男
女
混
合
リ
レ
ー
で
は
、

走
っ
た
人
は
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て

周
り
の
応
援
も
力
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
が
目
標
と
し
て
い
た

優
勝
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

高
校
生
活
最
後
の
学
校
行
事
を
全
力

で
楽
し
め
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
体

育
大
会
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者

の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
盛
り
上
げ
て

く
れ
た
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
の
お
か
げ

で
す
。
み
ん
な
あ
り
が
と
う
！

兵庫県立大学附属高等学校 29回生学年通信 第 45号 2024年 11月 28日発行

み
ん
な

み
ん
な

よ
く
な
れ

よ
く
な
れ

令
和
六
年
十
一
月
二
十
八
日
発
行
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三
組

文
化
委
員

尾
形

京
香

さ
ん

溝
川

優

さ
ん

芸
術
鑑
賞
会
を
終
え
て

私
た
ち
は
初
め
て
生
で
ア
カ
ペ
ラ
を
聞
き
ま
し
た
。
初
め

の
う
ち
は
本
当
に
こ
の
演
奏
が
ア
カ
ペ
ラ
な
の
か
信
じ
ら
れ

な
い
く
ら
い
音
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
不
思
議
な
感
覚
で
し

た
。
ま
た
、
実
際
に
私
た
ち
も
歌
っ
た
り
、
手
拍
子
し
た
り

し
て
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る
曲
も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
く

ア
カ
ペ
ラ
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
受
験
期
な
の
で
、

な
か
な
か
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
行
け
ま
せ
ん
が
、
受
験
勉
強

の
合
間
にY

ouTube

な
ど
で
聞
い
て
癒
さ
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。

四
組

文
化
委
員

北
川

愛
琉

さ
ん

蛭
子

航
樹

さ
ん

ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー

人
生
で
初
め
て
生
で
ア
カ
ペ
ラ
の
歌
唱
を
聞
き
ま
し
た
。
楽
器
な
ど
を
使
わ
ず
に

声
だ
け
で
様
々
な
音
を
表
現
す
る
難
し
さ
や
、
す
ご
さ
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
聞

く
だ
け
で
な
く
知
っ
て
い
る
曲
を
中
高
生
全
員
で
ハ
モ
リ
に
挑
戦
し
た
り
、
あ
ま
り

で
き
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
年
生
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
サ
ビ

が
担
当
だ
っ
た
の
で
、
気
持
ち
よ
く
歌
え
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
曲
が
多
か
っ
た
の

で
、
手
拍
子
を
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。五

組

文
化
委
員

岸
本

結
月

さ
ん

西
脇

千
陽

さ
ん

芸
術
鑑
賞
会

ス
モ
ー
ク
の
演
出
や
見
た
こ
と
も
な
い
機
材
を
使
っ
て
、

迫
力
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
良
い

思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
度
、
こ
の
芸
術
鑑
賞
会

で
ア
カ
ペ
ラ
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
ア
カ
ペ
ラ
を

生
で
聞
く
の
は
今
回
で
二
回
目
で
し
た
が
、
前
回
の
グ
ル
ー

プ
と
は
ま
た
違
う
雰
囲
気
で
音
響
や
ラ
イ
ト
の
迫
力
が
あ

り
、
心
臓
が
バ
ク
バ
ク
し
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
普
段

聞
い
て
い
る
よ
う
な
曲
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
歌
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

受
験
準
備
の
あ
れ
こ
れ

第
四
回
定
期
考
査
が
十
二
月
六
日
（
金
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

附
属
高
校
で
受
け
る
最
後
の
定
期
考
査
で
す
。
受
験
の
こ
と
が
頭
を
占
め
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
成
績
次
第
で
は
、
二
月
に
補
習
や
追
認
考
査
を
受
験
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
二
月
に
な
っ
て
、
大
学
受
験
を
し
な
が
ら
、
追
認
考
査
の
勉
強
も
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。
さ
て
、
定
期
考
査
後
に
し
て
お
く
べ
き
こ
と
や
、
受
験
の
準
備
で
気
を
つ
け

る
こ
と
な
ど
を
以
下
に
載
せ
ま
す
。
早
め
早
め
に
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

今後の行事予定（３年生関連）

１２月
６日（金）第４回定期考査初日

１２日（木） 〃 最終日
寮大掃除・寮生集会

１６日（月）３年生午前中授業 ～２４日
三者面談 ～２４日

２３日（月）特別推薦合格者保護者説明会
２４日（火）全校集会
２５日（水）冬季休業開始
１月
６日（月）共通テスト演習
７日（火） 〃
８日（水）大掃除・ＬＨＲ

１３日（月）成人の日
１７日（金）４限 共通テスト受験者集会
１８日（土）共通テスト
１９日（日） 〃
２０日（月）共通テスト自己採点

寮生を送る会
２２日（水）大掃除・ワックスがけ
２３日（木）学年集会

中学入試会場準備
１６時完全下校

２４日（金）中学入試・生徒登校禁止
２５日（土） 〃
２６日（日）国公立出願の三者面談
２７日（月）３年生自主登校

国公立出願の三者面談
２８日（火） 〃

願
書
の
取
り
寄
せ

年
が
明
け
る
と
私
立
大
学
の
出
願
が
始
ま
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
関
西
学
院
は
一
月
四
日
か
ら
、
関
西
大
学
は
一
月
六
日
か
ら
で
す
。

私
立
大
学
の
願
書
を
早
め
に
取
り
寄
せ
て
、
出
願
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

共
通
テ
ス
ト
は
、
十
八
、
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
よ
り
も
五
日
遅
い
実
施

で
す
。
実
施
日
は
遅
く
て
も
、
国
公
立
大
学
の
出
願
締
め
切
り
日
は
、
昨
年
と
同
じ

二
月
五
日
で
す
。
出
願
期
間
が
短
い
た
め
に
、
冬
休
み
の
う
ち
に
受
験
し
そ
う
な
国

公
立
大
学
の
願
書
も
取
り
寄
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

受
験
料
や
入
学
金
の
用
意

国
公
立
大
学
の
受
験
料
は
、
一
万
七
千
円
で
す
。
前
期
・
中
期
・
後
期
の
す
べ
て

に
出
願
す
れ
ば
五
万
一
千
円
に
な
り
ま
す
。
私
立
大
学
の
受
験
料
は
三
万
五
千
円
程

度
で
す
。
受
験
校
は
三
校
か
ら
五
校
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
国
公
立
大
学
の
受
験
前

に
私
立
大
学
の
合
格
が
出
ま
す
。
押
さ
え
の
た
め
の
私
立
大
学
の
入
学
金
を
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
め
で
た
く
第
一
希
望
に
合
格
す
る
と
入
学
金
や
授
業
料
を
払
い
ま

す
。
入
学
手
続
き
に
も
期
限
が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
と
の
相
談
は
必
須
で
す
。

学
割
利
用
の
勧
め

片
道
百
㎞
を
超
え
る
区
間
の
普
通
運
賃
に
学
割
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

学
割
証
は
旅
行
届
を
担
任
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
発
行
し
て
も
ら
え
ま
す
。
片
道

に
つ
い
て
二
割
引
き
と
な
り
ま
す
。
姫
路
を
起
点
と
し
た
学
割
の
一
例
を
紹
介
し
ま

す
。
目
安
で
は
あ
り
ま
す
が
、
安
く
な
る
金
額
も
載
せ
て
い
ま
す
。
往
復
の
場
合
は

そ
の
倍
の
金
額
と
な
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

出
発
地

目
的
地

キ
ロ
数

学
割

安
く
な
る
金
額

姫
路

→

大
阪

㎞

×

〇
円

88

姫
路

→

高
槻

㎞

〇

三
八
〇
円

109

姫
路

→

東
京

㎞

〇

二
〇
〇
〇
円

644

姫
路

→

岡
山

㎞

×

〇
円

87

姫
路

→

広
島

㎞

〇

九
〇
〇
円

250

芸
術
鑑
賞
会

十
月
二
十
四
日
（
木
）
の
午
後
に
芸
術
鑑
賞
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
男
性
五
人
に
よ
る
ア
カ
ペ
ラ
で
し
た
。
一

貫
生
は
、
中
学
の
時
に
も
ア
カ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
て
い
ま

す
か
ら
二
度
目
の
鑑
賞
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
「
チ

キ
ン
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
」
の
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。「
チ

キ
ン
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
」
は
一
九
九
〇
年
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
二
年
に
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を

し
て
か
ら
十
八
枚
も
の
ア
ル
バ
ム
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
み
ん
な
の
う
た
」
で
、『
や
さ
し
い

風
』
が
放
送
さ
れ
て
も
い
ま
す
。

Ｍ
Ｃ
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
憧
れ
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
は
さ
だ
ま

さ
し
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
伝
え
聞
い
た
さ
だ
ま
さ
し
が
、
自
分
の
ス
テ
ー

ジ
に
呼
ん
で
く
れ
て
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
願
い
続
け

て
い
れ
ば
き
っ
と
夢
は
叶
う
と
い
う
話
は
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
縁
で
、
さ
だ
ま
さ

し
の
事
務
所
「
さ
だ
企
画
」
に
、
所
属
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

メ
ン
バ
ー

川
上
伸
也
（
一
九
五
九
年
年
八
月
十
八
日
生
ま
れ
、
リ
ー
ダ
ー
、
テ
ナ
ー
）

前
澤
弘
明
（
一
九
六
三
年
七
月
二
十
九
日
生
ま
れ
、
バ
リ
ト
ン
）

濱
田
康
裕
（
一
九
六
三
年
四
月
四
日
生
ま
れ
、
テ
ナ
ー
）

長
谷
川
真
一
（
一
九
七
四
年
九
月
三
十
日
生
ま
れ
、
ベ
ー
ス
）

渡
辺
敦

（
一
九
七
五
年
一
月
二
十
四
日
生
ま
れ
、
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
テ
ナ
ー
）

一
組

文
化
委
員

伊
藤

葛

さ
ん

尾
野

ひ
な
た

さ
ん

芸
術
鑑
賞
会
の
感
想

今
年
の
芸
術
鑑
賞
会
は
、
体
育
祭
の
後
に
行
わ
れ
て
、
例
年
と
は
違
う
形
で
し
た
。

ア
カ
ペ
ラ
を
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
チ
キ
ン
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
の
皆
さ
ん
は
、

日
本
初
の
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
の
方
々
で
あ
り
、
私
た
ち
の
心
に
響
く
素
晴
ら
し
い

合
唱
で
し
た
。
将
来
に
つ
い
て
悩
む
私
た
ち
高
校
生
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
る
よ
う
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
か
ら
、
み
ん
な
で
参
加
が
で
き
て
盛
り
上
が
れ
る
曲
ま
で
、
二
時
間

の
公
演
が
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。
ま
た
聴

い
て
み
た
い
で
す
。

二
組

文
化
委
員

緒
方

千
紗

さ
ん

菅
原

瑞
來

さ
ん

ア
カ
ペ
ラ
を
聞
い
て

今
回
、
初
め
て
生
で
ア
カ
ペ
ラ
を
聞
き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
見
て
い
て
も
、
す
ご
い
な
と
思
っ
て
い
た

け
れ
ど
、
生
で
聞
く
と
音
で
椅
子
が
揺
れ
た
り
と
、
迫

力
が
す
ご
か
っ
た
で
す
。
始
ま
っ
た
瞬
間
か
ら
わ
く
わ

く
し
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
曲
の
時
は
、
ノ
リ
ノ
リ
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
須
磨
の
海
を
歌
っ
た
「
母

な
る
海
」
は
、
街
の
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
海
を
大
切

に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
も
身

近
な
海
、
故
郷
を
守
っ
て
行
こ
う
と
感
じ
ま
し
た
。
と


